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奈
良
市
消
防
団
で
は
、
中
室
貞
浩
団
長
を
迎
え
「
令
和
」
と
い
う 

新
し
い
時
代
と
共
に
新
体
制
と
な
り
『
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち 

で
守
る
』
と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、
日
頃
の
訓
練
に
励
む
と
共
に 

『
安
全
で
安
心
な
町
づ
く
り
』
に
取
り
組
み
続
け
ま
す
。 

 

 

新
体
制
と
な
り
、
新
入
団 

の
団
員
も
い
る
中
、
知
ら
な 

い
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い 

か
と
思
い
、
奈
良
市
全
域
を 

１
本
部
４
方
面
隊
22
分
団
で 

組
織
さ
れ
る
消
防
団
組
織
に 

つ
い
て
、
各
方
面
隊
や
各
分 

団
の
特
徴
や
様
々
な
情
報
を 

順
次
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

今
回
は
東
部
方
面
隊
か
ら 

柳
生
分
団
と
田
原
分
団
、
都

祁
分
団
か
ら
い
た
だ
い
た
情

報
で
す
。 

奈良市消防団新体制始動  
～中室団長を中心に～ 

 

 
 

 

【
田
原
分
団
・
ポ
ン
プ
車
】 

副
分
団
長 

瀬
戸 

隆
則 

田
原
分
団
に
は
平
成
22
年

に
更
新
さ
れ
た
ポ
ン
プ
車
が
配 

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
の
ポ

ン
プ
車
は
小
回
り
が
効
か
な
い

上
に
パ
ワ
ス
テ
も
装
備
さ
れ
て 

い
な
か
っ
た
た
め
、
切
り
返
し
が
大
変

で
し
た
。
今
の
ポ
ン
プ
車
に
な
り
劇
的

に
運
転
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
が
、

新
た
な
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。 

 
 

 

平
成
29
年
3
月
に
免
許
制
度
が
改 

正
さ
れ
、
普
通
免
許
で
運
転
で
き
る
車 

両
総
重
量
が
5
ト
ン
未
満
か
ら
3.5
ト 

ン
未
満
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
そ
の
結
果 

 

発行 

奈良市消防団 

〒630-8145  
奈良市八条五丁目

404-1 
奈良市消防局 

総務課内 

☎ 0742-35-1199 
編集人  

奈良市消防団 

広報指導分団 

中村 亜矢子 

奈
良
市
消
防
団
だ
よ
り 

～
な
で
し
こ
新
聞
～ 

【
柳
生
分
団
・
ラ
ッ
パ
隊
】 

ラ
ッ
パ
長 

西
田 

浩
樹 

長
い
歴
史
と
伝
統
持
つ
柳
生
ラ
ッ
パ

隊
は
現
在
25
名
で
活
動
し
、「
自
分
た

ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う 

郷
土
愛
の
精
神
で
消
火
活
動 

防
災
、
災
害
訓
練
な
ど
を
行 

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た 

普
段
の
活
動
の
合
間
に
ラ
ッ
パ
演
奏
の

練
習
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
柳

生
地
域
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め

に
、
そ
し
て≪

柳
生
ラ
ッ
パ
隊≫
と
し

て
の
自
覚
と
誇
り
を
持
ち
精
進
し
て
ま 

≪中部方面隊≫ 

世界遺産の東大寺をはじめとする歴史的文化遺産

や重要文化財、奈良町等伝統的町並みを保有する

奈良市の中央部を管轄 

≪南部方面隊≫ 

歴史的自然環境に富み、市内唯一の工業地域を持

ち住宅地、農業、工業用地等で構成された南部地

域を管轄 

≪西部方面隊≫ 

薬師寺、平城宮跡をはじめ歴史的風土を持ち、ま

た大阪のベッドタウンとして急速に都市化し住宅

地として発展してきた西部地域を管轄 

≪東部方面隊≫ 

広大な森林地域と農業地域を持ち良好な自然環境

と名阪国道による恵まれた交通条件を背景に製造

業等の企業立地が進んでいる地域を管轄 

柳
生
分
団
の
自
慢
の
ラ
ッ
パ
隊
！ 

い
り
ま
す
。
昨
今
ラ
ッ
パ
隊
の
人
数
も 

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

～
ラ
ッ
パ
に
興
味
の
あ
る
方
！
～ 

「
魂
の
ラ
ッ
パ
を
聞
か
し
た
る
わ
！
」 

威風堂々！ラッパ隊 

田原分団配置のポンプ車 

改
正
以
降
に
普
通 

免
許
を
取
得
し
た 

団
員
は
、
車
両
重 

3.5
ト
ン
を
超
え
る 

ポ
ン
プ
車
を
運
転 

で
き
な
く
な
る
と 

い
っ
た
状
況
が
生 

ま
れ
て
い
ま
す
。 

今
の
と
こ
ろ
そ
の 

影
響
は
あ
り
ま
せ 

ん
が
、
こ
の
先
、 

運
転
で
き
る
団
員 

が
い
な
く
な
る
前 

に
何
ら
か
の
対
策 

を
し
な
け
れ
ば
い 

け
な
い
と 

考
え
て
い
ま
す
。 

田
原
分
団
の
自
慢
の
ポ
ン
プ
車
！ 

広域を管轄する東部方面隊の悩める現状 
田原・柳生・大柳生・東里・狭川・月ヶ瀬・都祁 

奈良市消防団管轄地域の60％、そしてその大部分が山間部という広範囲を管轄する東部方面隊では山間部ならではの難しさがあり

ます。市街地とは違う、山火事や土砂崩れなどへの出動があること、そして大災害時の通信・交通の遮断によって孤立が懸念される

地域であること。東部方面隊管轄地域には東消防署・東部分署・月ヶ瀬分署の 3 消防署がありますが、災害時それぞれに対策本部を

設置するも、情報収集や集約後の指示系統をスムーズに行うための人員配置や通信手段が不足していると感じています。 

命を守るため、行政や自治連合会、自治会との連携を取りながら、迅速かつ有効的な活動のために副隊長の増員や無線機数の増

加、無線基地局の増設が望ましいと考えています。(団員数：本部 3 名・団員 535 名)       東部方面隊 隊長 窪田 喜彦 

奈良県産ブランド≪大和牛≫100 頭を

肥育する農家の三代目です。 

休みのない仕事の中で、消防団での訓練や

急な出動の時には、牛の世話などを家族に

協力してもらっています。 

家族の消防団活動への理解のも

と、地域住民の安全・安心の為

活動を頑張っています。 

の
心
意
気
で 

地
域
活
性
の 

た
め
に
一
緒 

に
や
っ
て
み 

ま
せ
か
？ 

都
祁
分
団 

中
尾
分
団
長 

我
が
分
団 

自
慢
の
「
人
」 



2019年 秋号 奈良市消防団だより 令和元年 9月 1日(日) 

今
回
発
行
分
よ
り
、
装
い
も
新
た
に

各
消
防
団
の
活
動
の
様
子
な
ど
を
中
心

に
紙
面
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

情
報
提
供
な
ど
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た≪

東
部
方
面
隊≫

の
方
々
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
紙
面
づ
く
り
の

中
で
「
知
ら
な
か
っ
た
」
情
報
も
多
く
、

紙
面
を
通
じ
て
の
情
報
共
有
が
で
き
れ

ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。 

 

編 

集 

後 

記  

 

大
き
な
災
害
の
増
加
が
影 

響
し
て
い
る
の
か
、
近
年
は 

保
育
園
や
幼
稚
園
な
ど
か
ら 

の
要
請
が
増
え
て
い
ま
す
。 

幼
少
期
か
ら
の
「
自
助
・ 

共
助
」
の
大
切
さ
を
身
に
つ 

け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
災
害 

時
の
避
難
方
法
を
歌
と
身
体 

の
動
き
で
覚
え
る
「
ち
び
っ 

こ
体
操
」
を
作
り
、
活
動
の
中 

に
取
り
入
れ
、
訪
問
先
の
子 

ど
も
達
と
一
緒
に
歌
い
な
が

ら
体
操
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、 

防
災
劇
で
は
分
団
員
が
大
人 

気
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に 

扮
し
、
劇
中
に
ク
イ
ズ
を
交 

え
な
が
ら
災
害
時
の
避
難
行 

 

２
０
１
０
年
に
平
城
遷
都
１
３
０
０ 

年
を
迎
え
た
奈
良
に
お
い
て
全
国
の
女 

性
消
防
団
員
が
一
堂
に
会
し
活
動
報
告 

を
行
う
「
第
16
回
全
国
女
性
消
防
団
活 

性
化
奈
良
大
会
」
が
な
ら
１
０
０
年
会 

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
に
市 

民
の
方
に
も
親
し
み
や
す
い
愛
称
を
公 

募
し
、≪

や
ま
と
な
で
し
こ
隊≫

と
名 

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
活
動
の
中
で
応
急 

手
当
の
流
れ
を
ベ
ー
ス
に
作
っ
た
「
や 

ま
と
な
で
し
こ
体
操
」
は
２
０
１
２
年 

秋
田
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
18
回
全
国 

女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会
」
で
活
動 

事
例
と
し
て
発
表
し
、
参
加
さ
れ
て
い 

た
方
か
ら
は
好
意
的
な
意
見
を
頂
き
、 

今
も
様
々
な
場
所
で
体
操
を
披
露
し
て 

い
ま
す
。 

 
 

 

「
や
ま
と
な
で
し
こ
体
操
」
は 

≪

分
団
員
全
員
が
応
急
手
当
指 

導
員
の
資
格
を
持
ち
、
ど
の
よ 

う
な
場
面
で
あ
っ
て
も
普
及 

啓
発
に
努
め
る
」
と
い
う
理
念 

の
元
、
応
急
手
当
の
覚
え
に
く 

  

2009年に 39名で発足し、今年で 11年目を 

迎える「広報指導分団」は、女性消防団員のみで 

構成され、公募にて名付けられた愛称 

「やまとなでしこ隊」として、防災広 

報や応急手当普及活動など、啓発活動 

を軸に様々な活動を行っています。 

～やまとなでしこ隊の成り立ち～ 

や
ま
と
な
で
し
こ
体
操
は
こ
う
し
て
で
き
た
！ 

い
手
技
や
順
番
、
用
語
に
慣
れ
親
し
ん 

で
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
？ 

と
、
分
団
員
で
体
操
の
動
き
を
考
え
な 

が
ら
簡
単
で
楽
し
い
体
操
を
と
試
行
錯 

誤
を
重
ね
な
が
ら
作
り
ま
し
た
。
ど
の 

よ
う
な
音
楽
に
も
合
う
の
で
多
く
の
方 

に
覚
え
て
も
ら
い
、
一
緒
に
体
操
で
き 

る
機
会
が
増
え
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も 

普
及
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。 

広報指導分団の歩み 
                               

発足当初、「応急手当指導」「幼児高齢者指

導」「カラーガード隊」の３グループに分か

れての活動でしたが、数年前にグループを

解消し、現在は分団員全体で活動していま

す。活動内容は応急手当普及活動では普通

救命講習の指導補助員として各事業所や施

設への訪問、防災広報活動では保育園や幼

稚園などからの要請により防災劇や紙芝居

を行っています。また、カラーガード隊はフ

ラッグやバトンを使った演技で消防音楽隊

と共に消防広報活動を行っています。 

日々の出動の他にも≪全国女性消防団活性

化大会≫へ参加しての各女性消防団との交

流、防災関連イベントの参加などがあり、

2018 年にはイオンモール高の原で開催さ

れた全国初の≪市民メディカルラリー≫に

参加し優勝。令和元年の今年、11年目を迎

える2019年11月には≪全国女性消防操

法大会≫に奈良県代表として出場します。

仕事や育児、家事と両立させながら活動に

励んでいます。 広報指導分団ってどんな活動をしているの？ 

広
報
指
導
分
団
発
足
と
同
時
に≪

一 

般
の
方
へ
の
よ
り
親
し
み
や
す
い
防
災 

広
報≫

を
目
的
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。 

消
防
出
初
式
や
小
学
校
訪
問
等
で
消
防 

音
楽
隊
と
共
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

よ
り
良
い
演
技
を
届
け
た
い
と
い
う 

思
い
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

応
急
手
当
指
導 

 

指
導
補
助
員
と
し
て
の
参 

加
が
主
な
活
動
と
な
り
ま
す
。

以
前
は
主
に
地
域
の
公
民
館 

や
施
設
、
企
業
か
ら
の
要
請 

で
し
た
が
、
最
近
は
応
急
手 

当
講
習
が
小
・
中
学
校
で
授 

業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た 

り
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
で
応
急 

手
当
体
験
ブ
ー
ス
が
設
置
さ 

れ
た
り
す
る
こ
と
も
多
く
な 

り
活
動
の
範
囲
が
広
が
っ
て 

い
ま
す
。「
や
ま
と
な
で
し 

こ
体
操
」
を
ラ
ジ
オ
体
操
の 

よ
う
に
覚
え
て
も
ら
い
、
い 

ざ
と
い
う
時
に
助
か
る
命
を 

応
急
手
当
で
次
に
繋
げ
て
ほ 

し
い
と
い
う
思
い
で
活
動
し 

て
い
ま
す
。 

カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊 

防
災
啓
発
活
動 

小学校での防災広報活動 

 

動
を
一
緒
に
考
え
な
が
ら
進
め
ま
す
。 

 

子
ど
も
達
か
ら
の
「
お
も
し
ろ
か
っ 

た
！
」
の
声
と
笑
顔
を
糧
に
印
象
に
残 

る
防
災
啓
発
活
動
に
励
み
ま
す
。 

秋田大会での「やまとなでしこ体操」披露 

 

広報指導分団発足時の集合写真 
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